
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 7回 理事会  

日 時 令和 6年 11月 15日  18:30～20:20 

場 所 Web会議 

出席者 

理事大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小無田彰仁、重松康志、浦川純二、大石勝規、 

小柳 傑、志岐浩二、飯野朋彦、笹原順哉、池田章子、坂井孝行 

監事柿田謙三、平野英三 

書記大月雅之、狩浦圭介 

その他長谷川隆史 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
１）臨床教育研修会 開催について 

令和６年度の臨床教育研修会について、島根大学医学部付属病院の江草先生を講師に行いたい。２月
末から３月頭予定。定員は５０名でオーバーの場合は検討。審議の結果、提案通り可決された。 

２）壱岐・対馬地区第 1回研修会（管理者研修）について 
   壱岐・対馬地区第１回研修会を 12 月 15 日の午前中に開催予定。現地対面で行うが、前日に J-RAT の

研修会で井手副会長や中島先生が来られていることもあり、管理者研修会と災害との共催で、管理者
ネットワーク作りも含め参加費は無料を予定。ポイントはなし。内容は実際の支援について中島先生
のお話と、実際災害が起こったときの対応について。対馬にもサテライト会場をつくり、壱岐と対馬
を結んで開催する。審議の結果、提案通り可決された。 

 ３）新入会承認について 
   総会員数 2299 名、在会会員 1981 名、休会会員 318 名。会員施設 415。今月は入会 2 名、退会 2 名、

復会 2名、休会 2名。審議の結果、提案通り可決された。 
 ４）災害リハビリテーション研修会開催について 
  令和７年 1月 11日、12日に災害リハ研修会を開催予定。主催は長崎県リハビリテーション専門職団体

協議会と長崎 J-RAT。初日はファシリテーターの養成研修、２日目は REHUG の研修。初日は PT、
OT、ST 各団体の部長に参加いただき、災害に関するネットワークづくりのベースにしていきたい。2
日目の REHUG 演習は、PT20 名、OT15 名、ST5 名、計 40 名程度の研修。ファシリテーターの養成
を行うにあたり、各ブロックの部長、副部長に参加をお願いしたい。大石局長と人選しメールで共有
する。会から推薦という格好になるので、必要に応じて宿泊費も支出するとして、NPTA の規約に沿
った交通費、参加費を支出する形。また、福岡の PT、OT、ST 各士会から視察に来られる予定。審議
の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）第 35回長崎県理学療法学術大会開催について 

テーマは「笑顔でつくる理学療法の新時代」、予定している講師の先生は皆内諾済み。座長について、
オープニングアクトに大石大会長、特別講演森岡先生の座長を大山会長と長崎大学の佐々木先生、教
育講演１で柳田先生の座長を長崎記念病院の青木先生、教育講演２の平瀬先生座長を諫早総合病院の
山口先生、シンポジウム座長は長谷川準備委員長と近藤先生にお願いしたい。演題募集期間は 2025 年
1 月 6 日から 2 月 14 日を検討。広報は準備中で、印刷物はインテックスと日本紙工印刷に相見積もり
を取る予定。 

２）令和 6年度 上半期事業報告について 
   上半期事業報告について、9 月末までの事業をまとめた。上半期の事業予定数は 45、年間事業は 103

で上半期の事業達成率 95.6%。年間通して現時点での達成率は 41.7％。下半期に残り 6 割を行う必要
があるので、年度末に事業が重ならないようスケジューリングに留意する必要あり。 

３）都道府県管理者ネットワーク担当者（急性期）中央研修会開催のご案内と世話人派遣について 
   日本理学療法士協会から表記について依頼あり、職能推進局社会事業部の副部長である諫早総合病院

の山口先生を推薦する。提出期限の関係で事前に三役へ確認済み。研修は 12月 21日に ZOOMで開催
予定。 

４）令和 6年度 循環器事業対策研修会について 
   表記について、10月 26日長崎大学で開催した。講師は諫早総合病院の川口先生と長崎大学病院の矢野

先生。参加 23名。実技も行われ、充実した内容だった。 
５）令和 6年度 大村市健康福祉まつりについて 

   10月 20日シーハット大村スポーツ棟のメインアリーナにて開催。スタッフ 8名、対象者は一般県民で
計 103 名が参加。内容はリーフレット配布、ロコモ度テスト、子供向けテストなど。予算内で納まっ
ている。スタッフ公募の際に JPTA アプリを使用するか、メールかでトラブルあり。主催者が統一す
る必要あり。マイページを使用すると管理作業が発生するため、クエスタントやメールを使用した方
がスムーズ。各地区で健康まつり等の事業があるため、これらを地域局管轄で共有する。 

 



６）令和 6年度 島原・雲仙地区第 2回研修会について 
   テーマは腰椎術後患者のリハビリテーション。講師は小浜病院の先生を予定するも、都合つかず、東

京の同じ系列の苑田会苑田第三病院の藤澤先生にお願いしたいということ。認定を持たれている先
生。リモート開催で 1 月か 2 月を予定。参加費は内規通り。系列の他県の病院の先生に講師をお願い
する形。報酬等は内規通りで承諾済み。今後の研修会ではできれば県内講師を優先し選定していく。 

７）令和 6年度 南島原市健康福祉まつり事業報告について 

  10 月 20 日ありえコレジヨホールにて開催。参加者 155 名。内容は体力測定やご当地体操、体のお悩
み相談など。握力などの基準値について統一されたものがないので、これまでのデータを整理し、見
直しや、県士会として保険福祉分野に関する研修会等も検討。 

８）令和 6年度 いさはや健康フィスティバルについて 
  表記について、秀嶋部長以下 10名参加。対象は大人 30名、子供 15名。会場が本町通のアーケードと

いうことで屋外での開催。内容は転倒危険度測定、体力測定、活動の PR動画の公開とパンフレット
配布、スタンプラリーへの参加。TUGの際、主催者側に準備していただいたスチールの折りたたみ椅
子が不安定だったため転倒が 1件発生。主催者側とご本人に電話連絡し状況確認、支障ないというこ
とで主催者側に返したという経緯。使用物品や、主催者からの意見など今後検証の必要あり。県士会
でかけている保険は対象が会員のみだが、JPTAの損害保険は地域の活動で一般の方に怪我が生じた場
合にも適用するとのこと。 

９）令和 6年度 下五島地区第 1回研修会について 
  下五島地区の第 1回研修会について、12月 7日に対面で開催予定。講師は五島中央病院の相良先生。 
１０）令和 6年度 下五島地区第 2回研修会について 
   第 2回研修会を第 1回と同日、終了後に予定。内容は 90分の災害リハビリ研修。講師は春回会の荒

木先生。井手副会長と笹原理事にもご協力いたいただく予定。 
１１）令和 6年度 上五島地区第 1回、第 2回研修会について 
   上五島地区の第 1回、第 2回研修会について、第 1回を 1月 22日にオンラインで開催予定。講師は

上五島地区の認定を持たれている先生で内容は脳画像評価に関して。県内会員対象。第２回は 2月
20日に飯野理事をお呼びし、地域リハビリテーションにおける理学療法士の関わりということで、
対面で開催予定。 

（３）その他報告事項 
１）骨折予防対策事業班からの報告について 

11 月 22 日に KTN で放送される週間健康マガジンに、片岡先生が講師として出演予定。テーマは骨折
予防。 

２）ブロックの在り方について 
九州ブロックの会長会議や臨時の会長会議、JPTA の組織運営協議会等々が開催された。トピックとし
て、ブロックの在り方の話題があった。協会として、ブロックという枠組みはなく、あくまで任意の
会ということ。ブロック援助金についても様々な議論があったが、現状残る見込み。JPTA の動きはま
だわからない。福岡の西浦会長と九州ブロック中田会長が今度の理事選に出るということ。 

 ３）政策会議について 
  政策会議の中で、田中先生の応援カードの話があった。まだ 10 県くらいしか報告がない。今後、要望

書を自民党や県に出す予定。今回参議院で山口さんと立憲から東さんが比例で上がった。国会議員が 3
人になったが、組織内候補は田中まさし議員。自民党の当選ラインは前回 11万票だったが、18万票必
要とのこと。カードを集めるにあたり、理事は「地区長」、地区の部長、副部長は「班長」という立
場。中間報告は役員の施設のみの数を報告、今後班長から各施設に協力のお願いをし、了承いただい
た施設に事務局からカードをお送りする予定。西彼・西海地区、大村・東彼地区、島嶼部からの連絡
が未だ無い。一次募集の締め切りが 12月 6日。地区長とも共有。 

４）中間監査について 
  中間監査について 11月 22日か 26日の開催で調整。 

 


